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寄贈品 

・電気の利用プログラミング実験セット 12セット 

・MESHブリッジ 12セット 

・レゴエデュケーション SPIKEプライム 1セット 

活用状況   

（使用者、使用内

容、使用頻度等） 

電気の利用プログラミング実践セット・MESHブリッジ 

使 用 者 ： ６年生 １４０名，理科担当教諭 

使用内容 ： ６年理科「私たちの生活と電気」におけるプログラミング 

使用頻度 ： 各クラス３時間ずつ 

 

 

レゴエデュケーション SPIKEプライム 

使 用 者 ： ICTクラブ部員 

使用内容 ： スクラッチを利用したプログラミング 

使用頻度 ： クラブ活動の時間（年間１０回） 

 

 

申請当初の 

目的達成状況 
計画通り活用することができていて、目標を達成できている。 

教育的効果につい

て所見等 

電気の利用プログラミング実践セットについては、児童３人に１セットで

活用してる。少人数で交流しながら課題解決を行い、全ての子どもが意欲的

に学習を行い、理解を深めることができている。また、SPIKEについては、

考えたプログラミングが実際にどのように動くかを確かめながら、思い通り

の動きになるよう工夫する様子が見られ、意欲的に取り組んでいる。 



 活用状況の写真等（当日の様子など） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ３人一組で電気の利用プログラミングセットを活用している。明るさセンサーや人感センサーを使い、課

題「暗くなって、人が通ったときに電気がついて、人がいなくなってしばらく経ったら電気が消える」プロ

グラムについて考えた。少人数であるため、意見交流がしやすく、プログラミングの修正を行いながら、プ

ログラミングを完成することができた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 Chromebook のスクラッチを使いプログラミングを行っている。作り上げたプログラミングが、想定した

通りに動くかを SPIKE で確認している。想定しなかった動きになると、どこを修正したらいいかグループで

話し合っている。 

 

 

今後の活用見通し・課題 

 ６年３学期の理科「私たちの生活と電気」においてプログラミング実践セットを少人数で活用し、すべて

の子どもがプログラミングについて考えることができるようにしたい。また、SPIKE については、クラブ活

動以外にも総合的な学習の時間などを活用し、プログラミング学習を行い、問題を解決していき、課題発見

能力、論理的思考力の育成につとめたい。 

 

 


